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(57)【要約】
　記録媒体並びに記録媒体に欠陥管理情報を記録する方
法及び装置が開示されている。記録媒体の欠陥管理情報
を記録する方法には、欠陥エントリーのタイプを識別可
能な第１のフィールドと、ユーザデータ領域内の欠陥領
域の位置情報を記録する第２のフィールドと、スペアエ
リア内の交替領域の位置情報を記録する第３のフィール
ドとを含む欠陥エントリーを記録媒体に記録することと
、第１のフィールドによって決定された欠陥エントリー
タイプにしたがって、第２のフィールド及び／または第
３のフィールドに対応する位置情報を記録することが含
まれ、対応する位置情報のない欠陥エントリータイプの
場合、該当のフィールドは０に設定される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　記録媒体の欠陥管理情報を記録する方法であって、
　前記方法は、
　欠陥エントリーを前記記録媒体に記録するステップであって、前記欠陥エントリーは、
欠陥エントリータイプを識別可能な第１のフィールドと、ユーザデータ領域内の欠陥領域
の位置情報を記録する第２のフィールドと、スペアエリア内の交替領域の位置情報を記録
する第３のフィールドとを含むステップと、
　前記第１のフィールドによって決定された前記欠陥エントリータイプにしたがって、前
記第２のフィールド及び／または第３のフィールドに対応する位置情報を記録するステッ
プであって、対応する位置情報のない欠陥エントリータイプの場合に、該当のフィールド
を０に設定するステップと
　を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記欠陥エントリーが「ｕｎｕｓａｂｌｅ」タイプである時、前記該当の欠陥エントリ
ー内の前記第２のフィールド値を０に設定することを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記欠陥エントリーが「ＳＰＲ」タイプである時、前記該当の欠陥エントリー内の前記
第２のフィールド値を０に設定することを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記欠陥エントリーが「ＮＲＤ」タイプである時、前記該当の欠陥エントリー内の前記
第３のフィールド値を０に設定することを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　スペアエリア内の欠陥クラスターを欠陥エントリーとして記録する際に、記録媒体の欠
陥管理情報を記録する方法であって、
　前記欠陥エントリーの第１のフィールドには、前記欠陥エントリーのタイプを識別する
ための状態情報を記録するステップと、
　ユーザデータ領域内の欠陥領域の位置情報を記録する前記欠陥エントリーの第２のフィ
ールドを０に設定するステップと、
　スペアエリア内の交替領域の位置情報が記録される前記欠陥エントリーの第３のフィー
ルドに該当のスペアエリア内の前記欠陥クラスターのアドレスを記録するステップと
　を含むことを特徴とする方法。
【請求項６】
　欠陥管理情報をアップデートする方法であって、
　新しい欠陥エントリーを用いることによって既存の欠陥リストを前記欠陥管理情報とし
てアップデートする時、前記既存の欠陥リスト内に登録された欠陥エントリーと、新しく
アップデートされる欠陥エントリーとをソートした後、欠陥リストをアップデートするス
テップを含み、
　前記欠陥エントリーのソートは、欠陥エントリータイプ別にソートされ、同一の欠陥エ
ントリータイプ内ではＰＳＮの順序でソートされることを特徴とする方法。
【請求項７】
　複数の欠陥エントリーをソートする方法において、欠陥エントリーをソートする方法で
あって、
　欠陥エントリーをタイプ別に区分することによって前記欠陥エントリーをソートする第
１のステップと、
　前記第１のソートに基づいて、該当の欠陥エントリータイプに記録される欠陥クラスタ
ー及び／または交替クラスターの間で最も小さいＰＳＮから順次的に前記欠陥エントリー
をソートする第２のステップと
　を含むことを特徴とする方法。
【請求項８】
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　前記第２のソートを行い、かつ前記欠陥エントリータイプが「ｕｎｕｓａｂｌｅ」タイ
プである時、該当の欠陥エントリーは、スペアエリア内で最も低いＰＳＮを有する欠陥ク
ラスターの順序でソートされることを特徴とする請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記第２のソートを行い、かつ前記欠陥エントリータイプが「ＳＰＲ」タイプである時
、該当の欠陥エントリーは、スペアエリア内で最も低いＰＳＮを有する交替クラスターの
順序でソートされることを特徴とする請求項７に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第２のソートを行い、かつ前記欠陥エントリータイプが「ＮＲＤ」タイプである時
、該当の欠陥エントリーは、ユーザデータ領域内で最も低いＰＳＮを有する欠陥クラスタ
ーの順序でソートされることを特徴とする請求項７に記載の方法。
【請求項１１】
　前記第２のソートを行い、かつ前記欠陥エントリータイプが「ＲＡＤ」タイプである時
、該当の欠陥エントリーは、ユーザデータ領域内で最も低いＰＳＮを有する欠陥クラスタ
ーの順序でソートされることを特徴とする請求項７に記載の方法。
【請求項１２】
　記録媒体をフォーマットする方法であって、
　前記方法は、
　検証方式を選択するステップと、
　クイック検証方式を使用する場合に、ソートされた欠陥リスト内に含まれた欠陥エント
リーのみを検証して欠陥の有無を再確認するステップであって、前記ソートされた欠陥リ
スト上の前記欠陥エントリーは欠陥エントリータイプ別にソートされ、同一の欠陥エント
リータイプ内では、該当の欠陥エントリータイプに記録される欠陥クラスター及び／また
は交替クラスターのうちで最も低いＰＳＮを有するクラスターから順次的にソートされる
ステップと
　を含むことを特徴とする方法。
【請求項１３】
　クイック検証方式を使用し、かつ前記欠陥エントリータイプが「ｕｎｕｓａｂｌｅ」タ
イプである時、該当の欠陥エントリーは、スペアエリア内で最も低いＰＳＮを有する欠陥
クラスターの順序で検証されることを特徴とする請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　フル検証方式を使用する時、記録媒体の内周から最も低いＰＳＮの順序で全てのクラス
ターをシーケンシャルに検証して欠陥の有無を確認することを特徴とする請求項１２に記
載の方法。
【請求項１５】
　データ領域と、
　前記データ領域に隣接したリードイン領域と、
　前記リードイン領域内に、前記データ領域内の欠陥管理のための欠陥エントリーを記録
する欠陥管理領域と
　を備えた記録媒体であって、
　前記欠陥管理領域内に記録される欠陥エントリーは、
　欠陥エントリータイプを識別可能な第１のフィールドと、
　ユーザデータ領域内の欠陥領域の位置情報を記録する第２のフィールドと、
　スペアエリア内の交替領域の位置情報を記録する第３のフィールドと
　を含み、
　前記第２のフィールド及び／または第３のフィールドに対応する位置情報は、前記第１
のフィールドによって決定された欠陥エントリータイプにしたがって記録され、対応する
位置情報のない欠陥エントリータイプの場合には、該当のフィールドを０に設定すること
を特徴とする記録媒体。
【請求項１６】
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　記録媒体に欠陥管理情報を記録する装置であって、
　前記装置は、
　ピックアップと、
　前記記録媒体への記録及び／または再生中に新しく生成された欠陥クラスターは、欠陥
エントリータイプを識別可能な第１のフィールドと、ユーザデータ領域内の欠陥領域の位
置情報を記録する第２のフィールドと、スペアエリア内の交替領域の位置情報を記録する
第３のフィールドとを構成することによって記録される欠陥エントリーとして記録される
ように前記ピックアップを制御し、かつ前記第２のフィールド及び／または第３のフィー
ルドに対応する位置情報が、前記第１のフィールドによって決定された欠陥エントリータ
イプにしたがって記録され、対応する位置情報のない欠陥エントリータイプの場合に、該
当のフィールドが０に設定されるように前記ピックアップを制御するマイクロコンピュー
タと
　を含むことを特徴とする装置。
【請求項１７】
　記録媒体に欠陥管理情報を記録する装置であって、
　前記装置は、
　ピックアップと、
　前記記録媒体への記録及び／または再生中に新しく生成されたスペアエリア内の欠陥ク
ラスターを欠陥エントリーとして記録し、前記欠陥エントリー内の第１のフィールドには
前記欠陥エントリータイプを識別するための状態情報を記録し、ユーザデータ領域内の欠
陥領域の位置情報を記録する欠陥エントリー内の第２のフィールドは０に設定し、スペア
エリア内の交替領域の位置情報を記録する欠陥エントリー内の第３のフィールドには該当
のスペアエリア内の欠陥クラスターのアドレスを記録するように前記ピックアップを制御
するマイクロコンピュータと
　を含むことを特徴とする装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は記録媒体に関する。具体的には、本発明は記録媒体並びに欠陥管理情報を記録
媒体に記録する方法及び装置に関する。本発明は広範囲にわたる応用に適したものである
が、欠陥管理情報を効率的に管理すること及び欠陥管理情報を構成する欠陥エントリーの
ソーティングプロセスを容易にすることに特に適している。
【背景技術】
【０００２】
　大容量のデータを記録（及び／または格納）可能な記録媒体として光ディスクが広く使
用されている。特に、画質の高いビデオデータ及び音質の良いオーディオデータを記録／
格納可能な高密度記録媒体、例えば、ブルーレイディスク（ＢＤ）が長期間にわたって開
発されている。次世代の記録媒体となるブルーレイディスクは、既存のＤＶＤよりもはる
かに大量のデータを記録／格納可能な次世代の光記録ソリューションであると考えられて
いる。近年、ブルーレイディスクに関する国際標準技術規格が他のデジタル機器の規格と
ともに定められている。
【０００３】
　多くの開発者は、一層良い記録方法、より具体的に言えば、ブルーレイディスクなどの
次世代記録媒体を使用する欠陥管理情報の記録及び管理の最適な方法の採用に向けて集中
的な研究を行っている。しかしながら、ブルーレイディスクの標準規格はまだ定められて
おらず、ブルーレイディスクベースの本格的な光記録／再生装置を開発するには多くの困
難がある。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】



(5) JP 2009-517795 A 2009.4.30

10

20

30

40

50

　本発明は、従来技術の制約及び欠点に起因する１つまたは複数の問題点を実質的に解決
する記録媒体並びに記録媒体への欠陥管理情報の記録方法及び装置を対象とする。また、
本発明の目的は記録媒体のフォーマット方法及び欠陥管理情報のソーティング方法を提供
することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明のさらなる利点、目的及び特徴は、以下の詳細な説明において一部は説明され、
一部は以下の実施形態の考察から当業者に明らかとなり、または本発明を実施することに
より理解されるだろう。本発明の目的及び他の利点は、本明細書、特許請求の範囲及び添
付図面において具体的に指摘された構造によって実現され、成し遂げられるだろう。
【０００６】
　本明細書において具体的かつ広く説明されているように、本発明の目的に従って上記の
目的及び他の利点を達成するため、記録媒体の欠陥管理情報を記録する方法は、欠陥エン
トリーを記録媒体に記録する方法を含む。この欠陥エントリーは、欠陥エントリーのタイ
プを識別することができる第１のフィールドと、ユーザデータ領域内の欠陥領域の位置情
報を記録する第２のフィールドと、スペアエリア内の交替領域の位置情報を記録する第３
のフィールドと、上記第１のフィールドによって決定される欠陥エントリーのタイプに従
って第２のフィールド及び／または第３のフィールドに対応する記録位置情報を含む。そ
して、欠陥エントリーのタイプが該当する位置情報を持たない場合には、当該フィールド
にはゼロ値（０）がセットされる。
【０００７】
　また、本発明に係る他の態様では、スペアエリア内の欠陥エントリーとして欠陥クラス
ターを記録する際に記録媒体の欠陥管理情報を記録する方法は、欠陥エントリー内の第１
のフィールドに欠陥エントリーの種類（すなわち、欠陥エントリータイプ）を識別するた
めの状態情報を記録することと、ユーザデータ領域内の欠陥領域の位置情報を記録する欠
陥エントリーの第２のフィールドを０に設定することと、スペアエリア内の交替領域の位
置情報を記録する欠陥エントリーの第３のフィールドには、該当のスペアエリア内の欠陥
クラスターのアドレスを記録することと、を含むことを特徴とする。
【０００８】
　また、本発明に係る他の態様では、欠陥管理情報をアップデートする方法は、欠陥管理
情報として新しい欠陥エントリーを用いることによって既存の欠陥リストのアップデート
を行うとき、既存の欠陥リスト内に登録された各欠陥エントリーと、アップデートされる
各欠陥エントリーとをソートした後、欠陥リストをアップデートすることを含み、各欠陥
エントリーのソートは、欠陥エントリータイプ別に行われ、同一の欠陥エントリータイプ
内ではＰＳＮの順序で行われることを特徴とする。
【０００９】
　また、本発明の更に他の態様では、複数の欠陥エントリーをソートする方法において、
欠陥エントリーをソートする方法は、各タイプ別に欠陥エントリーを区分することで各欠
陥エントリーの第１のソートを行うことと、第１のソートに基づいて、同一の欠陥エント
リータイプ内では、該当のエントリータイプに記録される欠陥クラスター及び／または交
替クラスターの間で、ＰＳＮの最も低いものから順次的に第２のソートを行うこととを含
むことを特徴とする。
【００１０】
　また、本発明の更に他の態様では、記録媒体をフォーマットする方法は、検証方式を選
択し、クイック検証方式を用いる場合に、ソートされた欠陥リスト内に含まれた欠陥エン
トリーのみを検証して欠陥の有無を再確認し、ソートされた欠陥リスト上の各欠陥エント
リーは、欠陥エントリータイプ別に区分されてソートされ、同一の欠陥エントリータイプ
内では、該当の欠陥エントリータイプに記録される欠陥クラスター及び／または交替クラ
スターのうち、最も低いＰＳＮを有するクラスターからシーケンシャルにソートされるこ
とを特徴とする。
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【００１１】
　また、本発明の更に他の態様では、記録媒体は、データ領域と、データ領域に隣接した
リードイン領域とを備え、リードイン領域内には、データ領域内の欠陥管理のための欠陥
エントリーを記録する欠陥管理領域を備えており、欠陥管理領域内に記録される欠陥エン
トリーは、欠陥エントリータイプを識別可能な第１のフィールドと、ユーザデータ領域内
の欠陥領域の位置情報を記録する第２のフィールドと、スペアエリア内の交替領域の位置
情報を記録する第３のフィールドとを含んで構成され、第１のフィールドによって決定さ
れた欠陥エントリータイプにしたがって、第２のフィールド及び／または第３のフィール
ドに対応する位置情報が記録され、対応する位置情報のない欠陥エントリータイプの場合
に、該当のフィールドを０に設定することを特徴とする。
【００１２】
　また、本発明の更に他の態様では、記録媒体に欠陥管理情報を記録する装置は、ピック
アップと、マイクロコンピュータとを含み、マイクロコンピュータは、ピックアップを制
御して、記録媒体への記録及び／または再生中に新しく発生した欠陥クラスターを欠陥エ
ントリーとして記録し、欠陥エントリーは、欠陥エントリータイプを識別可能な第１のフ
ィールドと、ユーザデータ領域内の欠陥領域の位置情報を記録する第２のフィールドと、
スペアエリア内の交替領域の位置情報を記録する第３のフィールドとから構成することで
記録し、および第１のフィールドによって決定された欠陥エントリータイプにしたがって
、第２のフィールド及び／または第３のフィールドに対応する位置情報のない欠陥エント
リータイプの場合、該当のフィールドを０に設定することを特徴とする。
【００１３】
　また、本発明の更に他の態様では、記録媒体に欠陥管理情報を記録する装置は、ピック
アップとマイクロコンピュータを備え、マイクロコンピュータは、記録媒体への記録及び
／または再生中に新しく発生したスペアエリア内の欠陥クラスターを欠陥エントリーとし
て記録し、欠陥エントリー内の第１のフィールドには欠陥エントリーの種類（すなわち、
欠陥エントリータイプ）を識別するための状態情報が記録され、ユーザデータ領域内の欠
陥領域の位置情報を記録する欠陥エントリー内の第２のフィールドは０に設定され、欠陥
エントリーの第３のフィールドには該当のスペアエリア内の欠陥クラスターのアドレスが
記録されるようにピックアップを制御することを特徴とする。
【００１４】
　上記の一般的な説明と以下の本発明の詳細な説明は、例示的かつ説明用のものであって
、本発明のさらなる説明を与えることが意図される。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明に係る記録媒体並びに記録媒体への欠陥管理情報の記録方法及び装置によれば、
以下のような効果が期待できる。つまり、好ましい記録媒体への欠陥管理記録方法とソー
ト方法を使用することによって、欠陥管理情報を効率的に管理できる。
【００１６】
　また、欠陥管理情報を構成する各欠陥エントリーをソートすることが容易になるという
効果がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　本発明の好適な実施形態及び添付図面に示される実施例を参照して詳細に説明する。可
能な限り、同一の参照番号は同一または類似の構成要素を示すために図面全体を通して使
用される。
【００１８】
　本明細書で開示されるほとんどの用語は、当技術分野においてよく知られた一般的な用
語に相当するが、必要に応じて出願人が任意に選択した用語もあり、その用語については
以下の詳細な説明において開示される。したがって、出願人よって定義された用語につい
ては本発明の持つ意味を基に理解されることが好ましい。
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【００１９】
　本発明において使用される記録媒体は、例えば、光ディスク、磁気ディスク及び磁気テ
ープなどの記録可能な全ての媒体を意味する。説明の便宜上及び本発明のより良い理解の
ために、光ディスク、特に、ブルーレイディスク（ＢＤ）を本発明における記録媒体とし
て例示的に使用する。なお、本発明の技術思想は、他の種類の記録媒体にも同一に適用可
能である。
【００２０】
　図１は、本発明が適用される記録媒体での欠陥管理方法のプロセスを説明する図である
。図１を参照すると、ディスクには、ディスクの内周からリードイン領域及びデータ領域
が順次的に構成される。データ領域には、スペアエリア及びユーザデータ領域が含まれる
。図１では、スペアエリアがデータ領域の内側の領域に形成される。しかし、このような
構造は一つの例に過ぎず、光ディスクの構造を限定するものではない。より具体的に言え
ば、スペアエリアは、データ領域の外側の領域に存在することもあり、または、データ領
域の内側の領域及び外側の領域の両方に存在することもある。
【００２１】
　ユーザデータ領域内の特定の記録単位（例えば、クラスター）で欠陥が検出されると、
欠陥が検出されたクラスターに記録されたデータまたは記録されようとするデータは、ス
ペアエリア内の特定のクラスターに交替記録される。スペアエリア内の交替クラスターに
欠陥クラスターを交替記録した後、データが交替記録された事実を別個の管理情報として
記録すべきである。すなわち、リードイン領域内に欠陥管理領域（ＤＭＡ：Defect Manag
ement Area）が含まれており、ＤＭＡ内に当該管理情報が記録される。特に、この管理情
報をＤｅｆｅｃｔ　Ｌｉｓｔ（ＤＦＬ：欠陥リスト）と呼ぶ。各欠陥リストは、少なくと
も一つの欠陥エントリーで構成される。例えば、図１を参照して説明すると、ユーザデー
タ領域内で欠陥クラスターＡ及びＢが検出されると、欠陥クラスターＡ及びＢに対応する
データは、スペアエリア内の交替クラスターａ及びｂに交替記録される。データが交替記
録されたという事実は、欠陥エントリーとして欠陥リストに追加され、ＤＭＡに記録され
る。
【００２２】
　図２Ａ及び図２Ｂは、本発明の欠陥管理情報としての欠陥エントリーの構造を説明する
。詳しく説明すると、図２Ａは一つの欠陥エントリーの構造を示し、図２Ｂは欠陥エント
リーのタイプを示す。図２Ａに示すように、一つの欠陥エントリーは８バイト（すなわち
、６４ビット）で構成される。ここで、６４ビットの欠陥エントリーは、大きく３つの部
分に分けられる。すなわち、欠陥エントリーには、第１のフィールド（４ビットの「ｓｔ
ａｔｕｓ　１」フィールド及び４ビットの「ｓｔａｔｕｓ　２」フィールド）と、第２の
フィールド（２８ビットの「Ｄｅｆｅｃｔｉｖｅ　Ｃｌｕｓｔｅｒ　ｆｉｒｓｔ　ＰＳＮ
」フィールド）と、第３のフィールド（２８ビットの「Ｒｅｐｌａｃｅｍｅｎｔ　Ｃｌｕ
ｓｔｅｒ　ｆｉｒｓｔ　ＰＳＮ」フィールド）が含まれる。そして、第１のフィールドは
欠陥エントリーのタイプ及び状態を示し、第２のフィールドは欠陥クラスターの位置情報
を記録し、第３のフィールドは交替クラスターの位置情報を記録する。
【００２３】
　４ビットの「ｓｔａｔｕｓ　１」フィールドは、欠陥エントリーのタイプを決定する情
報として使用される。図２Ｂを参照すると、例えば、４ビットの「ｓｔａｔｕｓ　１」フ
ィールドの値が「００００ｂ」である場合には、交替クラスターが正常に割り当てられ、
欠陥エントリーが交替記録されたことを意味する。この場合の欠陥エントリーを「ＲＡＤ
（Re-allocatable Defect）１タイプ」と呼ぶ。また、４ビットの「ｓｔａｔｕｓ　１」
フィールドの値が「１０００ｂ」である場合には、交替クラスターが正常に割り当てられ
たが、欠陥エントリーが交替記録されないことを意味する。この場合の欠陥エントリーを
「ＲＡＤ２タイプ」と呼ぶ。また、４ビットの「ｓｔａｔｕｓ　１」フィールドの値が「
０００１ｂ」である場合には、欠陥クラスターに対して交替クラスターが割り当てられな
いことを意味する。この場合の欠陥エントリーを「ＮＲＤ（Non Re-allocatable Defect
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）タイプ」と呼ぶ。また、４ビットの「ｓｔａｔｕｓ　１」フィールドの値が「００１０
ｂ」である場合には、交替クラスターが正常に割り当てられたが、クラスターが後続のプ
ロセスで交替記録されるようにスペアエリア内に割り当てられることを意味する。この場
合の欠陥エントリーを「ＳＰＲ（Spare）タイプ」という。最後に、４ビットの「ｓｔａ
ｔｕｓ　１」フィールドの値が「０１１１ｂ」である場合には、交替クラスター内で欠陥
が検知され（または発生し）、そのことによりクラスターが後続のプロセスで交替記録に
使用できないことを意味する。この場合の欠陥エントリーを「ｕｎｕｓａｂｌｅタイプ」
と呼ぶ。
【００２４】
　より具体的に説明すると、欠陥リスト（ＤＦＬ）内には複数個の欠陥エントリーが存在
する。これらの欠陥エントリーは、特定のソーティング方法によってソートされて欠陥リ
ストに記録される。ソーティング方法は、図２Ｂに示すように、欠陥エントリーの２番目
のビット（ビット６２）から昇順に欠陥エントリーを記録することに対応する。したがっ
て、４ビット（ビット６３～ビット６０）で構成された「ｓｔａｔｕｓ　１」フィールド
によって欠陥エントリーがソートされる。これは、各欠陥エントリーの種類別にソートさ
れることを意味する。ここで、欠陥エントリーの記録は最初のビット（ビット６３）から
行われず、欠陥エントリーの記録プロセスを行う場合には、「ＲＡＤ１タイプ＝００００
ｂ」と「ＲＡＤ２タイプ＝１０００ｂ」が同一の欠陥エントリーとして考慮される。結局
、２番目のビット（ビット６２）から昇順に欠陥エントリーをソートする場合、欠陥リス
ト内の各欠陥エントリーは、「ｓｔａｔｕｓ　１」フィールド→第２のフィールド（Ｄｅ
ｆｅｃｔｉｖｅ　Ｃｌｕｓｔｅｒ　ｆｉｒｓｔ　ＰＳＮ）→「ｓｔａｔｕｓ　２」フィー
ルド→第３のフィールド（Ｒｅｐｌａｃｅｍｅｎｔ　Ｃｌｕｓｔｅｒ　ｆｉｒｓｔ　ＰＳ
Ｎ）の順に整列される。
【００２５】
　図３Ａ乃至図３Ｅは、本発明に係る欠陥エントリーのタイプ及び記録方法を説明する例
を示す図である。
【００２６】
　図３Ａは、「ＲＡＤ１タイプ」の欠陥エントリーを説明する図である。具体的に言えば
、ＲＡＤ１タイプの欠陥エントリーは、欠陥クラスターを交替クラスター内に正常に交替
記録する場合である。したがって、例えば、ユーザデータ領域内の欠陥クラスター（Ａ）
に記録されたデータまたは記録されるデータは、スペアエリア内の交替クラスター（ａ）
に交替記録される。すなわち、「ＲＡＤ１タイプ」の欠陥エントリーを記録する方法は、
「ｓｔａｔｕｓ　１」フィールドに欠陥エントリーが「ＲＡＤ１タイプ」であることを識
別する値「００００ｂ」を記録し、第２のフィールド（Ｄｅｆｅｃｔｉｖｅ　Ｃｌｕｓｔ
ｅｒ　ｆｉｒｓｔ　ＰＳＮ）に欠陥クラスター（Ａ）の最初のＰＳＮ（Physical Sector 
Number）を記録し、「ｓｔａｔｕｓ　２」フィールドに正常状態であることを示す値「０
０００ｂ」を記録し、第３のフィールド（Ｒｅｐｌａｃｅｍｅｎｔ　Ｃｌｕｓｔｅｒ　ｆ
ｉｒｓｔ　ＰＳＮ）に交替クラスター（ａ）の最初のＰＳＮを記録することを含む。なお
、本発明の「ｓｔａｔｕｓ　２」フィールドには、規格化過程で定められる新しい状態を
示す値を記録することも可能であるが、以下、本発明の図３Ａ乃至図４Ｂの説明では、正
常な状態を示す値「００００ｂ」を有する実施例のみを説明する。
【００２７】
　図３Ｂは、「ＲＡＤ２タイプ」の欠陥エントリーを説明する図である。具体的に言えば
、ＲＡＤ２タイプの欠陥エントリーは、欠陥クラスターに対応する交替クラスターを割り
当てるが、交替記録が交替クラスター上で行われない場合である。したがって、例えば、
ユーザデータ領域内の欠陥クラスター（Ａ）に記録されたデータまたは記録されるデータ
のために交替クラスター（ａ）がスペアエリア内に割り当てられる。すなわち、「ＲＡＤ
２タイプ」の欠陥エントリーを記録する方法は、「ｓｔａｔｕｓ　１」フィールドに欠陥
エントリーが「ＲＡＤ２タイプ」であることを識別する値「１０００ｂ」を記録し、第２
のフィールド（Ｄｅｆｅｃｔｉｖｅ　Ｃｌｕｓｔｅｒ　ｆｉｒｓｔ　ＰＳＮ）に欠陥クラ
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スター（Ａ）の最初のＰＳＮを記録し、「ｓｔａｔｕｓ　２」フィールドに正常状態であ
ることを示す値「００００ｂ」を記録し、第３のフィールド（Ｒｅｐｌａｃｅｍｅｎｔ　
Ｃｌｕｓｔｅｒ　ｆｉｒｓｔ　ＰＳＮ）に交替クラスター（ａ）の最初のＰＳＮを記録す
ることを含む。
【００２８】
　図３Ｃは、「ＮＲＤタイプ」の欠陥エントリーを説明する図である。具体的に言えば、
ＮＲＤタイプの欠陥エントリーは、欠陥クラスターに対応する交替クラスターを未だに割
り当てていない場合である。したがって、例えば、ユーザデータ領域内で欠陥クラスター
（Ａ）が検出されると、検出された欠陥クラスター（Ａ）を管理する欠陥エントリーのみ
が記録される。すなわち、「ＮＲＤタイプ」の欠陥エントリーを記録する方法は、「ｓｔ
ａｔｕｓ　１」フィールドに欠陥エントリーが「ＮＲＤタイプ」であることを識別する値
「０００１ｂ」を記録し、第２のフィールド（Ｄｅｆｅｃｔｉｖｅ　Ｃｌｕｓｔｅｒ　ｆ
ｉｒｓｔ　ＰＳＮ）に欠陥クラスター（Ａ）の最初のＰＳＮを記録し、「ｓｔａｔｕｓ　
２」フィールドに正常状態であることを示す値「００００ｂ」を記録し、第３のフィール
ド（Ｒｅｐｌａｃｅｍｅｎｔ　Ｃｌｕｓｔｅｒ　ｆｉｒｓｔ　ＰＳＮ）内の２８ビット全
てにゼロ値（０　００　００　００ｈ）を記録することを含む。
【００２９】
　図３Ｄは、「ＳＰＲタイプ」の欠陥エントリーを説明する図である。具体的に言えば、
ＳＰＲタイプの欠陥エントリーは、後続の交替記録プロセスに活用されるスペアエリア内
に存在する正常的な交替クラスターを表す。したがって、例えば、欠陥クラスターが検出
される（または発生する）場合には、欠陥リストのソートによってＳＰＲタイプの欠陥エ
ントリーとして登録された複数の欠陥エントリーのうち最初のＳＰＲタイプの欠陥エント
リー内で指定された交替クラスターの位置に交替記録が行われる。すなわち、「ＳＰＲタ
イプ」の欠陥エントリーを記録する方法は、「ｓｔａｔｕｓ　１」フィールドに欠陥エン
トリーが「ＳＰＲタイプ」であることを識別する値「００１０ｂ」を記録し、未だ対応す
る欠陥クラスターがないため第２のフィールド（Ｄｅｆｅｃｔｉｖｅ　Ｃｌｕｓｔｅｒ　
ｆｉｒｓｔ　ＰＳＮ）内の２８ビット全てにゼロ値（０　００　００　００ｈ）を記録し
、「ｓｔａｔｕｓ　２」フィールドに正常状態であることを示す値「００００ｂ」を記録
し、第３のフィールド（Ｒｅｐｌａｃｅｍｅｎｔ　Ｃｌｕｓｔｅｒ　ｆｉｒｓｔ　ＰＳＮ
）に交替クラスター（例えば、「ａ」、「ｂ」及び「ｃ」）の最初のＰＳＮを記録するこ
とを含む。図３Ｄに示すように、３個の交替クラスター（ａ）、（ｂ）及び（ｃ）をＳＰ
Ｒタイプの欠陥エントリーとして登録すると、交替クラスターは、スペアエリア内で最も
低いＰＳＮの順序で、例えば、「ａ」→「ｂ」→「ｃ」の順序でソートされて記録される
。
【００３０】
　図３Ｅは、「ｕｎｕｓａｂｌｅタイプ」の欠陥エントリーを説明する図である。具体的
に言えば、ｕｎｕｓａｂｌｅタイプの欠陥エントリーは、スペアエリア内で検出された欠
陥に起因して使用されないクラスターを表す。したがって、例えば、スペアエリア内の特
定のクラスターに欠陥があることが検出されると、そのクラスターをＳＰＲタイプの欠陥
エントリー内に登録された正常な交替クラスターに交替し、スペアエリア内の欠陥が検出
されたクラスターは「ｕｎｕｓａｂｌｅ」タイプの欠陥エントリーとして登録されて管理
される。すなわち、「ｕｎｕｓａｂｌｅ」タイプの欠陥エントリーを記録する方法は、「
ｓｔａｔｕｓ　１」フィールドに欠陥エントリーが「ｕｎｕｓａｂｌｅタイプ」であるこ
とを識別する値「０１１１ｂ」を記録し、対応する欠陥クラスターが存在しないので第２
のフィールド（Ｄｅｆｅｃｔｉｖｅ　Ｃｌｕｓｔｅｒ　ｆｉｒｓｔ　ＰＳＮ）内の２８ビ
ット全てにゼロ値（０　００　００　００ｈ）を記録し、「ｓｔａｔｕｓ　２」フィール
ドに正常状態であることを示す値「００００ｂ」を記録し、第３のフィールド（Ｒｅｐｌ
ａｃｅｍｅｎｔ　Ｃｌｕｓｔｅｒ　ｆｉｒｓｔ　ＰＳＮ）に欠陥が検出されたスペアエリ
ア内のクラスター（例えば、「ａ」及び「ｃ」）の最初のＰＳＮを記録することを含む。
図３Ｅに示すように、スペアエリア内で２個の交替クラスター（ａ）及び（ｃ）が欠陥で
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あると検出される場合、各クラスターは「ｕｎｕｓａｂｌｅタイプ」の欠陥エントリーと
して登録される。これらの「ｕｎｕｓａｂｌｅタイプ」の欠陥エントリーは、スペアエリ
ア内でＰＳＮの低い順序で、例えば、「ａ」→「ｃ」の順序でソートされて記録される。
【００３１】
　特に、本発明では、「ｕｎｕｓａｂｌｅタイプ」の欠陥エントリーの第２のフィールド
（Ｄｅｆｅｃｔｉｖｅ　Ｃｌｕｓｔｅｒ　ｆｉｒｓｔ　ＰＳＮ）を記録するとき、２８ビ
ット全部にゼロ値（０　００　００　００ｈ）を記録する必要がある。第２のフィールド
（Ｄｅｆｅｃｔｉｖｅ　Ｃｌｕｓｔｅｒ　ｆｉｒｓｔ　ＰＳＮ）にゼロ値（０　００　０
０　００ｈ）でない任意のダミーデータを記録する場合、上述した特定のソート順序でソ
ートされずにランダムにソートが行われる場合がある。すなわち、第２のフィールドが第
３のフィールドよりソート順序が先であるので、第２のフィールド内の値が任意のダミー
データとして記録される場合、「ｕｎｕｓａｂｌｅタイプ」の欠陥エントリーのソートが
正しく行われないことがある。したがって、検証手順（certification process）を含む
フォーマット手順が行われ、そして、「ｕｎｕｓａｂｌｅタイプ」の欠陥エントリーのソ
ートが正しく行われない場合に、対応する「ｕｎｕｓａｂｌｅタイプ」の欠陥エントリー
によって指定された欠陥クラスターの場所（位置）を探す際に問題が発生する。特に、検
証（certification）を含むフォーマット手順を行うとき、ピックアップ手段は、スペア
エリア内の「ｕｎｕｓａｂｌｅタイプ」の欠陥エントリーに相当する欠陥クラスターの位
置を探すために、トラックジャンプ（track jump）などの検索オペレーションを頻繁に行
うようになる。このような頻繁な検索オペレーションが、システムの性能を全体的に低下
させる原因となる。
【００３２】
　このような問題を解決するためには、「ｕｎｕｓａｂｌｅタイプ」の欠陥エントリーが
スペアエリア内でＰＳＮの低い順序から昇順にソートされることが好ましい。したがって
、好ましい「ｕｎｕｓａｂｌｅタイプ」の欠陥エントリーのソートを行うためには、「ｕ
ｎｕｓａｂｌｅタイプ」の欠陥エントリー内の第２のフィールド（Ｄｅｆｅｃｔｉｖｅ　
Ｃｌｕｓｔｅｒ　ｆｉｒｓｔ　ＰＳＮ）の値をゼロ値（０　００　００　００ｈ）として
記録すべきである。その結果、検証を含むフォーマット手順を行うとき、上記のようにソ
ートされた「ｕｎｕｓａｂｌｅタイプ」の欠陥エントリーを参照し（例えば、「ｕｎｕｓ
ａｂｌｅタイプ」の欠陥エントリーの第３のフィールド内に記録されたスペアエリア内の
欠陥クラスターの位置順にソートが行われ）、ソートされたＰＳＮの順序で欠陥クラスタ
ーを検証することができる。したがって、システムは、トラックジャンプなどの検索オペ
レーションを行う必要なく、または検索オペレーションを最小限行うことによって、対応
するクラスターを検証するために、スペアエリア内のそれぞれの欠陥クラスターの位置を
特定の順序で検索することができる。
【００３３】
　図４Ａ及び図４Ｂは、欠陥管理方法及び欠陥管理情報を記録する方法を例示した図であ
る。図４Ａ及び図４Ｂに示すように、欠陥エントリーの各タイプは、欠陥リスト（ＤＦＬ
）を形成するようにソートされる。例えば、図４Ａに示すように、欠陥クラスター「Ａ」
及び「Ｃ」と交替クラスター「ａ」及び「ｃ」は、「ＲＡＤ１タイプ」に関連する欠陥エ
ントリーを構成する。また、欠陥クラスター「Ｂ」及び「Ｄ」と交替クラスター「ｅ」及
び「ｆ」は、「ＲＡＤ２タイプ」に関連する欠陥エントリーを構成する。また、欠陥クラ
スター「Ｅ」は、「ＮＲＤタイプ」に関連する欠陥エントリーを構成する。さらに、交替
クラスター「ｈ」、「ｉ」及び「ｊ」は、「ＳＰＲタイプ」に関連する欠陥エントリーを
構成する。最後に、スペアエリア内の欠陥クラスター「ｂ」、「ｄ」及び「ｇ」は、「ｕ
ｎｕｓａｂｌｅタイプ」に関連する欠陥エントリーを構成する。
【００３４】
　図４Ｂは、図４Ａに示すように、ソートされた欠陥エントリーを有する欠陥リスト（Ｄ
ＦＬ）を示した図である。まず、欠陥エントリーのタイプ別に欠陥エントリーがソートさ
れるが、具体的には、「ＲＡＤタイプ」→「ＮＲＤタイプ」→「ＳＰＲタイプ」→「ｕｎ
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ｕｓａｂｌｅタイプ」の順序にソートされる。その後、同一の欠陥エントリーのタイプ内
で、各欠陥エントリーは、第２のフィールド（Ｄｅｆｅｃｔｉｖｅ　Ｃｌｕｓｔｅｒ　ｆ
ｉｒｓｔ　ＰＳＮ）及び／または第３のフィールド（Ｒｅｐｌａｃｅｍｅｎｔ　Ｃｌｕｓ
ｔｅｒ　ｆｉｒｓｔ　ＰＳＮ）内に記録された値にしたがってソートされる。図４Ｂは、
上述したソートの基準に基づいて、図４Ａに示すように、発生した各欠陥エントリーが最
終的に整列された形態をテーブルで示した図である。なお、スペアエリア内の正常な交替
クラスターは、全て「ＳＰＲタイプ」のエントリーに含まれることが明らかであるが、説
明の便宜のために、図４Ｂでは、３個の正常的なクラスター「ｈ」、「ｉ」及び「ｊ」の
みを例に挙げて説明した。さらに、本発明で記述した欠陥エントリーのタイプ以外の他の
欠陥エントリーのタイプ（例えば、ＰＢＡ（Possibly Bad Area）タイプ）が存在するこ
ともあり、この場合にも、本発明に係る欠陥エントリー記録方法及びソート方法が同一に
適用されうる。
【００３５】
　図５は、本発明に係る記録媒体の光記録再生装置を示した図である。光ディスクにデー
タを記録し、または記録されたデータを再生する光記録／再生装置は、記録／再生部１０
、制御部１２、オーディオ／ビデオ（ＡＶ）デコーダー１７及びＡＶエンコーダー１８を
含む。記録／再生部２０は、光ディスクにデータを直接的に記録し、または光ディスクに
記録されたデータを読み出すピックアップ部１１と、ピックアップ部１１から受信した再
生信号を所望の信号値に復元し、または記録される信号を光ディスクに記録可能な信号に
変調し、変調した信号をピックアップ部１１に伝送する信号処理部１３と、光ディスクか
ら正確に信号を読み出し、またはピックアップ部１１の動作を制御するサーボ１４と、欠
陥管理情報を含む管理情報を一時的に格納するメモリ１５と、上述した各構成要素の動作
を制御するマイクロコンピュータ１６を含む。記録／再生部２０のみを含む装置は「ドラ
イブ」と呼ばれ、コンピュータ周辺機器としても活用される。
【００３６】
　また、制御部１２は光記録再生装置の動作全体を制御する。本発明において、制御部１
２は、ユーザインターフェースを通してユーザ命令を参照し、光ディスクにデータを記録
するため、及びデータを再生するために記録（書き込み）及び／または再生（読み取り）
命令を記録／再生部２０に伝送する。さらに、ＡＶデコーダー１７は、制御部１２の制御
によって光ディスクから読み出された信号をデコードし、これを所望の情報に復元してユ
ーザに提供する。また、ＡＶエンコーダー１８は、光ディスクに信号を記録する機能を行
うために、制御部１２の制御によって入力信号を特定のフォーマットの信号（例えば、Ｍ
ＰＥＧ２トランスポートストリーム）に変換し、変換した信号処理部１３に提供する。製
品によっては、マイクロコンピュータ１６と制御部１２とを一体化して一つの制御部とし
て構成することができる。以下、本発明の光記録／再生装置を活用した欠陥管理情報記録
方法及び記録媒体のフォーマット方法について、図６及び図７を参照して説明する。
【００３７】
　図６は、本発明に係る欠陥管理情報を記録する方法を示すフローチャートである。ディ
スクが光記録再生装置内にローディングされると、ディスクへのデータ記録またはディス
クからのデータ再生が制御部１２の命令によって開始される（Ｓ１０）。ステップＳ１０
を行う間に欠陥領域が検出されると（Ｓ２０）、マイクロコンピュータ１６は、欠陥リス
ト（ＤＦＬ）がアップデートされるか否かを決定する（Ｓ３０）。より具体的に言えば、
システム次第であるが、欠陥領域を検出した直後に欠陥リスト（ＤＦＬ）をアップデート
し、または、一定期間の間に記録（書き込み）／再生（読み取り）を行った後、該当期間
の間に検出した全ての欠陥領域が同時にレポートされ、欠陥リスト（ＤＦＬ）をアップデ
ートすることもできる。
【００３８】
　ステップＳ３０において、欠陥リスト（ＤＦＬ）がアップデートされる場合、欠陥リス
ト内に既に登録された各欠陥エントリーは、現在検出されている各欠陥エントリーと一緒
にソートされ、新しい欠陥リストを生成するようになる（Ｓ４０）。ソート手順は、欠陥
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エントリータイプごとの記録方法及びソート基準によって行われる。例えば、最終的にア
ップデートされた欠陥リストのフォーマットは、図４Ｂのフォーマットと同一である。
【００３９】
　図７は、本発明に係る記録媒体をフォーマットする方法を示したフローチャートである
。本発明による「フォーマット」手順（「再フォーマット」手順を含む）は、ディスク内
に存在する既存のデータを無視し、新しくディスクを活用するために使用される。したが
って、ユーザ命令によってフォーマット手順が行われる場合（Ｓ１００）、ディスクを新
たに使用（または再使用）することが可能になる。フォーマット手順を行うとき、ディス
ク内の全ての領域または特定の領域を検証する検証手順を選択的に行うことができる（Ｓ
２００）。例えば、ディスク内の全ての領域を最初の領域から始めて順次的に検証して欠
陥が存在するか否かを判断する。しかし、欠陥発生時には、上述した欠陥エントリー記録
方法及びソート方法によって欠陥リスト（ＤＦＬ）を生成する。このようなステップを、
特に「フル検証（Full　certification）」方式と呼ぶ（Ｓ３００）。
【００４０】
　「フル検証」方式は検証手順の完全性を充足する反面、その手順には多くの時間を要す
る。したがって、既存の欠陥リスト（ＤＦＬ）内に欠陥領域として登録された欠陥クラス
ターのみを選択的に検証することができる。このようなステップを、特に「クイック検証
（Quick certification）」方式と呼ぶ（Ｓ４００）。「クイック検証」方式を用いる場
合、登録された欠陥エントリーに基づいて検証が行われる。すなわち、「ＲＡＤ１タイプ
」、「ＲＡＤ２タイプ」及び「ＮＲＤタイプ」の各欠陥エントリーは、それぞれの欠陥エ
ントリー内の第２のフィールドに登録されたユーザデータ領域内の欠陥クラスターのみを
検証する。一方、「ｕｎｕｓａｂｌｅタイプ」の各欠陥エントリーは、各欠陥エントリー
内の第３のフィールドに登録されたスペアエリア内の欠陥クラスターのみを検証する。
【００４１】
　例えば、図４Ａ及び図４Ｂに示すようにソートされた欠陥リストに基づいて「クイック
検証」方式を行う場合、システムは、光ディスクの内周（すなわち、最も低いＰＳＮを有
するクラスター）から開始して、順次的に欠陥クラスターのみを検証することができる。
したがって、スペアエリア内の「ｕｎｕｓａｂｌｅタイプ」の欠陥クラスターである「ｂ
」、「ｄ」及び「ｇ」クラスターを順次的に検証し、ユーザデータ領域内の欠陥クラスタ
ーである「Ａ」、「Ｂ」、「Ｃ」、「Ｄ」及び「Ｅ」クラスターを順次的に検証すること
も可能になる。
【００４２】
　本発明の属する技術分野で通常の知識を有する者であれば、本発明の本質的な特性から
逸脱しない範囲で多様な修正及び変形が可能であろう。したがって、特許請求の範囲及び
その均等範囲に入るのであれば、本発明の保護範囲は、それらの修正及び変形に及ぶもの
と考えられる。
【図面の簡単な説明】
【００４３】
【図１】本発明が適用される記録媒体での欠陥管理方法の例示的な処理を説明する図であ
る。
【図２Ａ】本発明に係る欠陥管理情報である欠陥エントリーの構造を説明する図である。
【図２Ｂ】本発明に係る欠陥管理情報である欠陥エントリーの構造を説明する図である。
【図３Ａ】本発明に係る欠陥エントリータイプ及び記録方法を例証する図である。
【図３Ｂ】本発明に係る欠陥エントリータイプ及び記録方法を例証する図である。
【図３Ｃ】本発明に係る欠陥エントリータイプ及び記録方法を例証する図である。
【図３Ｄ】本発明に係る欠陥エントリータイプ及び記録方法を例証する図である。
【図３Ｅ】本発明に係る欠陥エントリータイプ及び記録方法を例証する図である。
【図４Ａ】欠陥管理方法及び欠陥管理情報を記録する方法を例証する図である。
【図４Ｂ】欠陥管理方法及び欠陥管理情報を記録する方法を例証する図である。
【図５】本発明に係る記録媒体の記録再生装置を示した図である。
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【図６】本発明に係る欠陥管理情報を記録する方法を示すフローチャートである。
【図７】本発明に係る記録媒体のフォーマット方法を示すフローチャートである。

【図１】 【図２Ａ】
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【図２Ｂ】 【図３Ａ】

【図３Ｂ】 【図３Ｃ】



(15) JP 2009-517795 A 2009.4.30

【図３Ｄ】 【図３Ｅ】

【図４Ａ】 【図４Ｂ】
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